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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

１
月
12
日
、
玉
城
町
成
人
式
が
中

央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
あ
り
、

新
成
人
、
約
１
５
０
人
（
該
当
者
は

男
性
１
０
９
人
、
女
性
99
人
、
合
計

２
０
８
人
）
が
決
意
を
新
た
に
大
人

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
玉
城
中
学
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
に
続
き
、

加
藤
禎
一
教
育
委
員
長
か
ら
の
式
辞
、

辻
村
町
長
・
吉
川
県
議
会
議
員
・
風
口

町
議
会
議
長
か
ら
新
成
人
に
向
け
て

の
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
、
宮
西
志
穂
さ

ん
と
北
岡
祐
帆
さ
ん
が
「
新
成
人
誓

い
の
言
葉
」
を
述
べ
、
町
か
ら
新
成

人
の
み
な
さ
ん
に
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
記
念
撮
影
、
祝

賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
で

は
ス
ー
ツ
や
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ

新
成
人
ら
が
、
旧
友
や
恩
師
と
の
再

会
を
喜
び
合
い
、
何
度
も
写
真
撮
影

を
し
た
り
近
況
報
告
な
ど
の
話
し
に

花
を
咲
か
せ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
26
年

玉
城
町
成
人
式
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伊
勢
広
域
上
下
水
道
事
業
協
同
組
合
と

地
震
、
風
水
害
、
そ
の
他
の
災
害
応
急

工
事
に
関
す
る
協
定
を
締
結

12
月
５
日
、
町
と
伊
勢
広
域
上
下
水

道
事
業
協
同
組
合
と
の
間
で
『
地
震
、

風
水
害
、
そ
の
他
の
災
害
応
急
工
事
に

関
す
る
協
定
』
を
結
び
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
町
に
お
い
て
地
震
・

風
水
害
、
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
、

町
の
管
理
す
る
上
水
道
施
設
に
被
害
が

生
じ
た
際
に
、
速
や
か
に
調
査
お
よ
び

災
害
応
急
工
事
を
実
施
し
、
機
能
の
確

保
お
よ
び
回
復
を
図
る
こ
と
で
、
早
急

に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
復
旧
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
町
長
公
室
で
行
わ
れ
た
調

印
式
で
は
、
杉
山
代
表
理
事
と
辻
村
町

長
が
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

杉山代表（右）

12
月
14
日
、
町
保
健
福
祉
会
館
で
毎

年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が

あ
り
、
３
０
０
人
を
超
え
る
方
が
来
場

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、「
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
で
楽
し

む
玉
城
町
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

と
題
し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
田
中
雅
子

さ
ん
・
ピ
ア
ノ
の
畠
中
真
理
子
さ
ん
・

チ
ェ
ロ
の
松
岡
陽
平
さ
ん
に
よ
る
、「
Ｇ

線
上
の
ア
リ
ア
」・「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」・

「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
」
な
ど
お
馴

染
み
の
曲
を
中
心
と
し
た
９
曲
が
演
奏

さ
れ
、
来
場
者
は
美
し
い
演
奏
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

心
に
響
く
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
で
楽
し
む

玉
城
町
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト左から田中さん、畠中さん、松岡さん

田中さんの楽しいトーク

鳥と

名な

子ご

舞ま
い

の
復
活

防
災
へ
の
取
組
み

１
月
13
日
、
蚊
野
区
公
民
館
で
鳥
名

子
舞
の
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
舞
は
、
明
治
６
年
ま
で
伊
勢
神

宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
外
城

田
地
区
に
お
い
て
鳥
名
子
組
と
し
て
地

区
の
子
ど
も
達
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
神
宮
か
ら
の
申
渡
し
に

よ
り
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
神
宮
の
ご
遷
宮
に
あ
わ
せ
、

鳥
名
子
舞
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
、
鹿
児

島
大
学
の
今
由
佳
里
准
教
授
の
協
力
に

よ
り
作
曲
・
振
付
を
一
新
す
る
と
と
も

に
、
鳥
名
子
舞
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
蚊
野
地
区
の
子
ど
も
た

ち
８
人
が
練
習
に
参
加
し
、練
習
前
は
、

「
む
ず
か
し
い
…
」「
で
き
る
か
ど
う
か

…
」
と
自
信
が
な
さ
そ
う
だ
っ
た
子
ど

も
た
ち
も
、
汗
を
か
き
な
が
ら
一
心
不

乱
に
練
習
を
重
ね
る
う
ち
、
笑
顔
で
舞

う
ま
で
に
上
達
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
２
月
22
日
、
中
央
公
民
館

で
開
催
す
る
玉
城
フ
ェ
ア
で
の
披
露
に

向
け
、練
習
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

12
月
14
日
、
玉
城
苑
自
治
会
が
自
主

防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
、
防
災
倉
庫
の

竣
工
披
露
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
防
災
倉
庫
は
、
食
料
品
を
は
じ

め
、
発
電
機
、
か
ま
ど
セ
ッ
ト
、
簡
易

ト
イ
レ
な
ど
の
防
災
機
材
、
オ
ム
ツ
や

生
理
用
品
な
ど
の
生
活
用
品
を
備
蓄
す

る
も
の
で
災
害
時
に
は
地
区
住
民
約
２

０
０
世
帯
が
３
日
間
生
活
で
き
る
だ
け

の
能
力
を
備
え
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
区
長
の
説
明
の
後
、
辻
村

町
長
が
「
自
主
防
災
組
織
の
力
が
こ
れ

か
ら
の
防
災
力
と
も
言
え
る
。
共
助
の

力
の
結
集
と
し
て
こ
こ
に
立
ち
上
が
っ

た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
意
義
が
あ

る
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

今
後
も
、こ
の
よ
う
に
地
域
の
安
心
・

安
全
が
向
上
す
る
活
動
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

練習のようす
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10
月
５
日
、
11
月
16
日
、
12
月
７
日

と
３
回
連
続
講
座
で
行
わ
れ
た
「
平
成

25
年
度
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

が
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
気
軽

に
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
前
半
の
２

回
を
地
域
の
小
学
校
で
開
催
し
、
認
知

症
は
ど
の
よ
う
な
病
気
か
、予
防
方
法
、

具
体
的
な
接
し
方
、
地
域
で
で
き
る
こ

と
な
ど
を
学
び
、
話
合
い
ま
し
た
。

最
終
回
は
、
福
寿
学
級
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
、
精
神
科
医
の
織
部
先
生

（
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
し
ぎ
さ
ん
）
を
招
き
、

『「
老
い
る
」
と
い
う
こ
と
と
認
知
症
』

と
題
し
、
認
知
症
と
い
う
病
気
に
な
っ

た
人
の
気
持
ち
や
、
生
き
る
こ
と
に
つ

い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
講
座
を
平
成
18
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
回
の
講
座
を

通
し
新
し
く
43
人
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

が
誕
生
し
、
延
べ
７
６
５
人
に
な
り
ま

し
た
。

85
歳
以
上
に
な
る
と
３
人
に
１
人
が

認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
認
知
症
と

い
う
病
気
や
予
防
法
に
つ
い
て
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
の
中
に
、

認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
者
が
増
え
、

ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
り
、声
か
け
が
で
き

る
ま
ち
に
育
つ
こ
と
が
、安
心
し
て
笑
顔

で
生
き
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知
症
の
理
解
者

で
あ
り
、
応
援
者
で
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー

の
輪
を
広
げ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
く
ら
せ

る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら
（
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
自
主
活
動
グ
ル
ー

プ
）
が
活
躍
中
で
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の

証
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
受
け
取
ら
れ

た
人
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら
に
登
録

し
て
、
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

新
し
い
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
誕
生
！

サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
、オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
贈
呈
！

第 1 回講座のようす

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ

田
丸
城
跡
健
康
マ
ラ
ソ
ン

12
月
15
日
、
第
２
回
ウ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
タ
田
丸
城
跡
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
を
上
回
る
約
２
０

０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

冬
の
気
配
が
漂
う
田
丸
城
跡
を
周
回

す
る
コ
ー
ス
で
、
２
㎞
・
５
㎞
の
部
・

各
女
性
の
部
に
分
か
れ
て
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

選
手
の
み
な
さ
ん
の
熱
い
走
り
に
、

観
客
の
方
々
も
熱
い
歓
声
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
２
㎞
の
部

　

１
位　

中
西
海
斗
さ
ん
（
佐
田
）

元気よくスタート

栄光のフィニッシュ

　

２
位　

小
林
孝
久
さ
ん
（
田
丸
）

　

３
位　

玉
木
正
彦
さ
ん
（
伊
勢
市
）

■
２
㎞
女
性
の
部

　

１
位　

辻　

歩
理
さ
ん
（
伊
勢
市
）

　

２
位　

三
宅　

月
さ
ん
（
伊
勢
市
）

　

３
位　

岡
田
華
歩
さ
ん
（
勝
田
）

■
５
㎞
の
部

　

１
位　

中
辻
朝
陽
さ
ん
（
妙
法
寺
）

　

２
位　

筒
井
勇
仁
さ
ん
（
田
丸
）

　

３
位　

三
宅　

大
さ
ん
（
伊
勢
市
）

■
５
㎞
女
性
の
部

　

１
位　

辻　

有
咲
さ
ん
（
伊
勢
市
）

　

２
位　

久
野
七
海
さ
ん
（
上
田
辺
）

　

３
位　

中
世
古
久
子
さ
ん
（
佐
田
）

第 2 回グループワークのようす
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町 長 選 挙
投 票 日：３月３０日（日）
投票時間：７時から18時まで
立候補予定者説明会
日 に ち：２月13日（木）　午後１時30分から
場　　所：役場３階　第１委員会室

問合せ先：玉城町選挙管理委員会　電話０５９６（５８）８２００

２
月
16
日
に
行
わ
れ
る「
第
７
回

美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
」
の

「
玉
城
町
チ
ー
ム
」結
団
式
を
12
月

15
日
、お
城
広
場
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
今
年
で
７
回
目

を
迎
え
、県
内
29
市
町
の
代
表
選
手

が
、
津
市
の
県
庁
前
を
９
時
に
ス

タ
ー
ト
し
、
伊
勢
市
の
県
営
総
合

陸
上
競
技
場
ま
で
の
４
２
．１
９
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
10
区
間
に
分
け
、

タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
い
く
も
の
で

す
。こ

の
日
は
選
手
紹
介
の
後
、
辻

村
町
長
・
風
口
尚
議
長
・
加
藤
教

育
委
員
長
か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
、
泉　

恵

子
監
督
が
「
今
年
は
玉
城
町
初
と

な
る
２
時
間
36
分
台
と
、
町
の
部

７
回
連
続
入
賞
を
目
指
し
ま
す
！
」

と
力
強
く
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

今
年
も
が
ん
ば
れ
！

ゼ
ッ
ケ
ン
59
番　

玉
城
町
チ
ー
ム
！

町
の
花
で
あ
る
「
桜
色
」
を
基

調
と
し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
一
新

し
た
「
玉
城
町
チ
ー
ム
」
に
み
な

さ
ん
の
応
援
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

大
会
当
日
は
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

玉
城
店
東
側
中
継
所
で
タ
ス
キ

リ
レ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
午
前
10
時
30
分
ご
ろ
）。
ま
た
、

世
古
地
区
の
「
あ
お
い
書
店
」
駐

車
場
で
は
、
玉
城
町
チ
ー
ム
の
特

設
応
援
会
場
を
設
置
し
、
玉
丸
城

太
鼓
の
応
援
演
奏
、
駅
伝
名
物
豚
汁

の
ふ
る
ま
い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ッ
ケ
ン
59
番「
玉
城
町
チ
ー
ム
」

へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

〔
玉
城
町
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

（
敬
称
略
）〕

顧　

問

　

阪
江　

謙
二【
玉
城
中
学
校
校
長
】

監　

督

　

泉　
　

恵
子【
玉
城
中
学
校
教
諭
】

コ
ー
チ

　

岩
森　

真
一【
有
田
小
学
校
教
諭
】

第
１
区
（
小
学
生
女
子
）

岡
田　

華
歩
【
下
外
城
田
小
】

安
保　

采
音
【
外
城
田
小
】

第
２
区
（
小
学
生
男
子
）

飯
嶌　

哲
平
【
有
田
小
】

辻
井　

宏
樹
【
外
城
田
小
】

第
３
区
（
中
学
生
女
子
）

久
野　

七
海
【
玉
城
中
】

大
森　

愛
由
【
玉
城
中
】

第
４
区
（
中
学
生
男
子
）

松
本　

宗
真
【
玉
城
中
】

中
村　

伊
吹
【
玉
城
中
】

第
５
区
（
40
歳
以
上
男
子
）　

小
林　

孝
久
【
田
丸
】

中
西　

進
【
上
田
辺
】

第
６
区
（
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
）

中
西　

陸
【
上
田
辺
】

小
林　

春
紀
【
田
丸
】

第
７
区
（
一
般
女
子
）

向
井　

沙
弥
【
玉
城
中
】

青
木　

一
葉
【
玉
城
中
】

第
８
区
（
20
歳
以
上
女
子
）

中
世
古　

久
子
【
佐
田
】

川
上　

千
恵
【
中
楽
】

第
９
区
（
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
）

森　

絵
菜
【
中
楽
】

小
林　

恵
梨
子
【
佐
田
】

第
10
区
（
20
歳
以
上
男
子
）

中
辻　

朝
陽
【
妙
法
寺
】

筒
井　

勇
仁
【
田
丸
】

第
７
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝

「
玉
城
町
チ
ー
ム
」結
団
式

新ユニフォーム

昨年度のスタートのようす
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●
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
25
年
度
　
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

　
７
議
案
原
案
可
決

平
成
25
年
第
５
回
玉
城
町
議
会
定
例

会
は
12
月
13
日
開
会
し
、
条
例
の
一
部

改
正
、
平
成
25
年
度
各
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
、
７
議
案
を
上
程
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
20
日
閉
会
し
ま
し
た
。

案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員　

西
正
則
氏
が
任
期

満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
同

氏
を
推
薦
す
る
た
め
、
ま
た
新
た
に
濱

田
一
夫
氏
を
推
薦
す
る
た
め
、
人
権
擁

護
委
員
法
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
議
会
の
意
見
を
求
め
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

▼
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等

に
関
す
る
条
例
及
び
玉
城
町
単
純
労

務
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

介
護
員
、
看
護
助
手
、
調
理
員
、
道

路
工
手
の
職
員
の
呼
称
「
単
純
労
務
職

員
」
を
「
技
能
労
務
職
員
」
に
改
め
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個

人
町
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
制
度
の
見
直
し
お
よ
び
株
式
の
課
税

の
特
例
に
係
る
規
定
の
整
備
等
を
行
う

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
町
道
の
認
定
及
び
変
更
に
つ
い
て

住
宅
団
地
等
の
開
発
に
伴
い
設
置
さ

れ
た
公
衆
用
道
路
と
地
元
要
望
、
町
と

し
て
道
路
管
理
上
認
定
が
必
要
な
道
路

に
つ
い
て
、
新
規
認
定
21
路
線
お
よ
び

変
更
認
定
２
路
線
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
６
０
万

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
65
億
５
千

４
３
０
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

町
税
：
固
定
資
産
税
２
千
５
３
５
万
５

千
円
の
減
額
、
地
方
交
付
税
６
千
万
円

の
増
額

国
庫
支
出
金
：
名
称
を
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
か
ら
防
災
安
全
交
付
金
に

改
め
る
と
と
も
に
、
２
千
２
４
９
万
７

千
円
の
減
額
、
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
１
千
８
１
４
万
４
千
円
の
増
額

県
支
出
金
：
安
心
こ
ど
も
基
金
子
育
て

支
援
事
業
県
補
助
金
１
千
２
３
４
万
６

千
円
の
新
規
計
上
、
南
部
地
域
活
性
化

基
金
県
補
助
金
14
万
円
の
新
規
計
上

寄
附
金
：
ふ
る
さ
と
寄
附
金
１
千
６
０

０
万
円
の
増
額

地
方
債
：
臨
時
財
政
対
策
債
２
千
８
２

０
万
円
の
増
額

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

総
務
費
：
役
場
庁
舎
の
自
動
火
災
報
知

設
備
お
よ
び
住
民
ホ
ー
ル
の
非
常
用
電

源
回
路
増
設
工
事
費
等
５
４
１
万
１
千

円
の
新
規
計
上

民
生
費
：
保
健
福
祉
会
館
増
築
に
係
る

実
施
設
計
委
託
料
２
７
８
万
５
千
円
の

新
規
計
上

衛
生
費
：
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
委
託
料
５
６
３
万
３
千
円
の
減
額

商
工
費
：
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
寄
附
者

へ
の
報
償
費
８
０
０
万
円
の
増
額

土
木
費
：
道
路
維
持
修
繕
費
４
８
０
万

７
千
円
な
ど
の
増
額
、
土
木
費
全
体
で

は
２
１
７
万
６
千
円
の
減
額

消
防
費
：
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
自

動
起
動
装
置
の
更
新
委
託
料
１
８
５
万

５
千
円
の
新
規
計
上

教
育
費
：
村
山
龍
平
記
念
館
へ
の
障
が

い
者
用
ト
イ
レ
新
設
工
事
費
４
０
０
万

円
の
新
規
計
上

▼
平
成
25
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
59
万
５
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
16
億
９
千
20
万

５
千
円
と
し
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
は
、
保
険
基
盤
安
定

事
業
費
繰
入
金
の
減
額
が
主
な
も
の
で

す
。
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▼
平
成
25
年
度
玉
城
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
万
１
千

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
６
千
５
２

１
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
玉
城
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
収
支
の
収
入
の
営
業
外
収
益

１
０
７
万
６
千
円
の
増
額
、
支
出
の
営

業
費
用
で
収
入
と
同
額
を
増
額
し
ま
し

た
。ま

た
資
本
的
収
支
は
、
収
入
で
補
助

金
２
４
０
万
１
千
円
の
増
額
、
同
支
出

の
建
設
改
良
費
で
収
入
と
同
額
を
増
額

し
ま
し
た
。

各
議
員
の
賛
否

議
案
は
全
て
全
会
一
致
で
賛
成
さ
れ

ま
し
た
。

《
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
12
／
１
～
12
／
31
）》

渡
會 

俊
夫
様
・
田
中 

正
行
様
・
内
田 

真
治
様
・
熊
谷 

昌
崇
様
・
小
宮 

清
孝
様

田
中 

尚
様
・
福
島 

丈
様
・
岩
川 

正
樹
様
・
橋
本 

直
樹
様
・
丸
藤 

修
市
様

小
出 

将
恵
様
・
和
泉 

孝
治
様
・
古
谷 

慎
一
様
・
伴
野 

富
男
様
・
平
井 

田
鶴
様

田
中 

義
男
様
・
城 

健
太
郎
様
・
池 

毅
彦
様
・
加
藤 

康
之
様
・
比
嘉 

剛
様

須
藤 

一
郎
様
・
内
海 

環
様
・
川
畑 

悟
史
様
・
松
本 

憲
治
様
・
後
藤 

弘
幸
様

田
中 

正
恵
様
・
伊
藤 

良
博
様
・
飯
野 

好
明
様
・
竹
内 

恭
子
様
・
島
田 

寿
雄
様

泉
田 

信
利
様
・
刀
根 

雅
拓
様
・
横
山 

寛
仁
様
・
内
野 

貴
之
様
・
満
尾 

愼
治
様

小
松 

元
就
様
・
鈴
木 

康
行
様
・
菊
池 

匠
様
・
森
本 

滋
様
・
高
橋 

典
子
様

大
高 

絵
梨
様
・
山
崎 

亜
由
美
様
・
山
口 

卓
様
・
西
田 

善
昭
様
・
菅
原 

吉
隆
様

田
中 

行
雄
様
・
安
岡 

高
志
様
・
水
島 

章
隆
様
・
藤
原 

広
宗
様
・
藤
原 

一
峰
様

田
口 

裕
之
様
・
加
藤 

良
三
様
・
井
上 

信
子
様
・
江
野
尻 

卓
也
様
・
市
川 

次
男
様

伊
藤 

真
理
絵
様
・
嶋
田 

太
郎
様
・
馬
場 

悟
様
・
見
城 

寛
和
様
・
西
村 

博
之
様

菊
森 

豊
根
様
・
阪 

理
江
様
・
白
石 

雅
大
様
・
小
林 

珠
恵
様
・
坂
井 

亮
介
様

佐
久
間 

勉
様
・
細
谷 

定
之
様
・
渡
邉 

栄
彦
様
・
安
倍 

均
様
・
塩
原 

健
司
様

小
林 

和
人
様
・
北
川 

恭
正
様
・
今
井 

清
博
様
・
黒
田 

俊
幸
様
・
黒
田 

美
也
子
様

元
永 

弘
行
様
・
東
本 

浩
史
様
・
今
野 

浩
史
様
・
江
口 

博
康
様
・
藤
田 

桂
子
様

三
宅 

清
様
・
藤
村 

直
子
様
・
大
川 

広
一
郎
様
・
金
丸 

俊
郎
様
・
坂
間 

典
人
様

菅
原 

悠
一
様
・
安
立 

隆
彦
様
・
今
井 

崇
裕
様
・
立
川 

智
子
様
・
鈴
木 

昌
子
様

土
岡 

信
夫
様
・
岡
田 

健
二
様
・
岡 

龍
雄
様
・
杉
本 

陽
一
様
・
尾
崎 

進
様

内
田 

智
之
様
・
稲
熊 

良
仁
様
・
吉
田 

明
仁
様
・
清
水 

良
伸
様
・
松
尾 

正
宏
様

北
村 

沙
恵
様
・
中
村 

由
美
様
・
福
原 

里
和
様
・
高
橋 

哲
雄
様
・
坂
本 

忍
様

由
佐 

秀
一
郎
様
・
小
藤 

昭
廣
様
・
板
倉 

宏
治
様
・
外
村 

和
也
様
・
石
川 

祐
史
様

太
田 
洋
介
様
・
林 

美
津
夫
様
・
松
山 

昌
司
様
・
松
田 

恭
治
様
・
桑
田 

寛
明
様

長
谷
川 
秀
二
様
・
辻
村 

久
子
様
・
石
橋 

健
司
様
・
大
木 

高
志
様
・
柴
田 

博
之
様

西
中 
六
治
様
・
松
島 

達
也
様
・
川
口 

賢
三
様
・
義
経 

尚
敏
様
・
嶌
田 

康
光
様

佐
藤 

初
美
様
・
丹
野 

雅
司
様
・
中
村 

洋
子
様
・
名
倉 

伸
敏
様
・
小
山 

伸
一
様

伊
東 

祐
一
様
・
出
口 

正
様
・
中
川 

久
維
様
・
古
川 

松
大
様
・
早
川 

潤
様

伊
藤 

隆
様
・
陰
山 
輝
一
様
・
粟
飯
原 

靖
司
様
・
吉
住 

芳
紀
様
・
石
原 

輝
欣
様

浅
田 

剛
男
様
・
新
保 
浩
一
様
・
田
中 

一
敏
様
・
松
本 

仁
志
様
・
安
齋 

勉
様

余 

波
様
・
水
本 

桂
輔
様
・
能
代 

龍
一
様
・
杉
山 

建
生
様
・
山
下 

直
人
様

佐
藤 

栄
剛
様
・
赤
星 

拓
未
様
・
田
中 

拓
男
様
・
白
幡 

貴
之
様
・
宮
本 

謙
信
様

関
塚 

麻
奈
様
・
北
村 

尚
義
様
・
村
田 

仁
志
様
・
佐
野 

純
様
・
勝
田 

栄
辰
様

新
村 

昌
弘
様
・
松
山 

剛
様
・
柳
瀬 
和
憲
様
・
原
田 

敬
様
・
吉
村 

史
明
様

小
笠
原 

和
様
・
冨
田 

幸
祐
様
・
志
村 
元
様
・
藤
掛 

敏
之
様
・
眞
島 

友
久
様

眞
島 

朝
之
様
・
眞
島 

英
里
様
・
門
田 
大
介
様
・
江
崎 

誠
様
・
宮
下 

豊
様

矢
内 

直
樹
様
・
小
田 

沙
織
様
・
笠
谷 

哲
郎
様
・
島
田 

順
一
様
・
仲
藤 

和
弘
様

山
口 

哲
司
様
・
石
塚 

康
仁
様
・
須
田 

雅
彦
様
・
金
井 

保
樹
様
・
佐
藤 

基
弘
様

藤
林 

登
様
・
竹
鼻 

均
之
様
・
坪
多 

晶
子
様
・
末
藤 
宏
祐
様
・
吉
川 

貴
志
様

矢
野 

康
寿
様
・
松
村 

吉
章
様
・
川
野 

兵
馬
様
・
久
保 
大
輔
様
・
奥
山 

満
様

山
口 

章
様
・
小
河
原 

智
様
・
鷲
尾 

一
暢
様
・
藤
井 
健
介
様
・
清
水 

直
様

勝
又 

四
郎
様
・
木
下 

太
郎
様
・
吉
川 

雅
之
様
・
中 

一
子
様
・
関
本 

進
様

平
佐 

聡
典
様
・
加
藤 

孝
治
様
・
田
村 

隆
様
・
浅
井 

真
二
様
・
荒
谷 

純
様

木
村 

雄
治
様
・
船
村 

豪
様
・
高
橋 

秀
明
様
・
楡
井 

康
治
様
・
内
山 
順
広
様

田
中 

誠
様
・
篠
田 

勝
利
様
・
内
田 

綾
華
様
・
筑
波 

昌
之
様
・
長
尾 
さ
ち
恵
様

萩
原 

賢
様
・
東
本 

一
幸
様
・
中
田 

淳
様
・
高
橋 

優
子
様
・
中
野 

泰
志
様

佐
久
間 

政
和
様
・
高
橋 

修
司
様
・
齋
藤 

政
一
様
・
武
田 

昇
様
・
金
澤 
珠
樹
様

吉
田 

満
博
様
・
山
本 

邦
彦
様
・
川
井 

孝
洋
様
・
伊
藤 

和
之
様
・
宮
崎 

景
様

松
本 

浩
様
・
東
村 

要
一
様
・
水
野 

伸
也
様
・
野
々
垣 

小
百
合
様
・
中
村 

文
俊
様

菊
間 

久
治
様
・
三
輪 

恭
啓
様
・
野
末 

和
秀
様
・
大
寺 

享
様
・
亀
井 

友
香
里
様

安
藤 

尚
子
様
・
西 

睦
正
様
・
亀
山 

健
太
様
・
黒
須 

秀
司
様
・
山
崎 

栄
二
様

島
津 

明
彦
様
・
村
上 

裕
二
様
・
原
田 

直
記
様
・
上
村 

寛
様
・
市
川 

芳
明
様

遠
藤 

洋
路
様
・
谷
島 

豊
様
・
平
川 

克
紀
様
・
葛
西 

肇
様
・
窪
田 

信
行
様

有
年 

良
展
様
・
石
田 

泰
一
様
・
後
藤 

守
男
様
・
櫻
澤 

博
文
様
・
北
村 

尚
也
様

寺
澤 

昌
男
様
・
中
村 

昭
喜
様
・
田
守 

正
則
様
・
深
田 

正
吉
様
・
吉
田 

直
樹
様

井
上 

敦
雄
様
・
内
藤 

哲
哉
様
・
中
江 

智
紀
様
・
津
田 

智
宏
様
・
槇 

め
ぐ
み
様

加
藤 

隆
一
様
・
石
田 

和
美
様
・
柴
田 

俊
孝
様
・
佐
々
木 

邦
夫
様
・
関
口 

洋
様

古
田 

万
依
子
様
・
向
井 

章
様
・
春
木 

洋
一
様
・
山
本 

皓
平
様
・
山
口 

雄
也
様

櫨
木 

裕
次
郎
様
・
寺
島 

和
昭
様
・
鈴
木 

真
様
・
山
本 

慎
也
様
・
林 

茂
敏
様

藤
本 

賢
治
様
・
中
山 

友
和
様
・
松
岡 

保
彦
様
・
大
筆 

一
広
様
・
有
熊 

栄
二
様

谷
本 

啓
二
様
・
野
村 

誠
治
様
・
山
口 

和
美
様
・
志
賀 

恒
元
様
・
番
場 

光
隆
様

宮
田 

貴
志
様
・
松
井 

弘
一
様
・
工
藤 

敏
晃
様
・
磯
野 

正
晴
様
・
大
西 

孝
男
様

荒
野 

英
紀
様
・
澤
入 

光
広
様
・
八
木 

賢
士
様
・
犬
伏 

洋
子
様
・
鈴
木 

年
一
様

植
田 

篤
礼
様
・
伊
藤 

元
様
・
服
部 

隆
宏
様
・
蔀 

浩
一
様
・
原
田 

宏
昌
様

佐
藤 

晴
彦
様
・
山
田 

ま
ゆ
み
様
・
鹿
野 

陽
様
・
合
田 

司
様
・
武
田 

健
太
郎
様

安
藤 

雅
様
・
服
部 

直
子
様
・
磯
田 

憲
一
様
・
土
方 

和
広
様
・
本
田 

幸
男
様

波
多
野 

泰
三
様
・
杉
山 

舞
様
・
足
立 

健
太
郎
様
・
内
本 

智
子
様
・
水
谷 

信
之
様

済
田 

一
輝
様
・
比
嘉 

光
博
様
・
平
田 

健
二
様
・
高
宮 

渉
様
・
板
山 

武
久
様

香
月 

和
政
様
・
李 

希
道
様
・
植
田 

祥
弘
様
・
松
田 

勝
好
様
・
森
岡 

謙
一
様

宮
崎 

剛
助
様
・
白
崎 

直
彦
様
・
柳
生 

幸
枝
様
・
大
林 

大
祐
様
・
濱
田 

洋
介
様

山
根 

千
恵
子
様
・
浦
田 

潤
様
・
内
村 

彰
洋
様
・
赤
木 

晃
様
・
西
田 

雄
一
様

武
田 

孝
士
様
・
小
林 

正
人
様
・
則
本 

敦
様
・
瀬
田 

良
和
様
・
田
村 

健
次
様

小
池 

倫
弘
様
・
阿
部 

俊
様
・
井
上 

隆
様
・
加
藤 

正
弘
様
・
小
池 

壽
美
夫
様

佐
藤 

信
子
様
・
寺
田 

道
元
様
・
高
村 

浩
行
様
・
林 

光
枝
様
・
矢
部 

充
彦
様

川
村 

大
様
・
田
中 

武
司
様
・
松
岡 

恵
様
・
吉
田 

知
克
様
・
大
島 

圭
介
様

坪
倉 

伸
一
様
・
鶴
林 

良
子
様
・
伊
藤 

敦
史
様
・
佐
藤 

直
希
様
・
長
谷
川 

豊
様

清
水 

和
志
様
・
森
川 

拓
磨
様
・
金
子 

豊
様
・
加
賀
見 

和
子
様
・
松
尾 

俊
様

勝
川 

恒
平
様
・
藤
村 

重
利
様
・
内
山 

ゆ
り
子
様
・
有
隅 

康
浩
様
・
吉
田 

勝
幸
様

加
藤 

拓
様
・
王 

海
陶
様
・
久
野 

友
也
様
・
久
保
村 

繁
様
・
山
崎 

孝
亀
様

久
保
村 

麻
理
子
様
・
西
内 

正
直
様
・
大
村 

剛
司
様
・
伊
津
野 

孝
様
・
田
辺 

雅
文
様

佐
藤 

広
之
様
・
赤
松 

俊
文
様
・
後
藤 

聡
志
様
・
大
塚 

昌
江
様
・
藤
井 

昌
実
様

林 

亜
遊
様
・
村
田 

好
司
様
・
小
林 

志
弘
様
・
森
行 

真
司
様
・
稲
垣 

勝
巳
様

西 

昭
夫
様
・
石
倉 

農
様
・
沖
田 

正
男
様
・
三
浦 

修
様
・
塚
越 

信
人
様
・
鹿
山 

孝
一
様

飛
山 

祐
輔
様
・
渡
会 

勇
太
様
・
野
田 

正
和
様
・
澤
村 

真
一
様
・
島
田 

憲
宏
様

井
口 

千
秋
様
・
岡
田 

淳
一
様
・
荒
井 

崇
様
・
渡
部 

貞
生
様
・
石
澤 

穣
様

木
村 

剛
様
・
谷
林 

武
様
・
小
堺 

竜
夫
様
・
鈴
木 

英
男
様
・
前
川 

琴
絵
様

前
川 

雅
彦
様
・
横
田 

健
一
様
・
久
保
田 

幸
二
様
・
新
村 

亜
里
沙
様
・
川
島 

し
の
ぶ
様

川
島 

哲
也
様
・
大
塚 

博
文
様
・
櫻
井 

秀
紀
様
・
井
上 

朋
幸
様
・
森
川 

直
哉
様

高
倉 

浩
守
様
・
川
原 

英
明
様
・
高
津 

圭
様
・
荒
木 

寿
一
様
・
西
村 

竹
美
様

奥
村 

真
史
様
・
古
川 

貴
和
様
・
七
條 

大
輔
様
・
柴
田 

幸
恵
様
・
堀
場 

俊
朗
様

安
河
内 

伸
治
様
・
黒
市 

和
章
様
・
村
田 

恭
介
様
・
林 

真
悠
様
・
和
田 

克
博
様

佐
野 

泰
紳
様
・
松
岡 

忠
暢
様
・
小
早
川 

竜
彦
様
・
中
浜 

俊
也
様
・
藤
田 

一
裕
様

岩
木 

圭
様
・
徳
永 

康
行
様
・
則
武 

克
彦
様
・
魚
橋 

裕
史
様
・
川
崎 

浩
二
様

倉
住 

拓
弥
様
・
岡
崎 

貴
宏
様
・
鈴
木 

哲
生
様
・
鷹
野 

義
幸
様
・
小
野
川 

浩
様

日
下 

一
義
様
・
土
田 

加
奈
恵
様
・
杉
山 

三
津
恵
様
・
池
田 

邦
子
様
・
中
嶋 

靖
隆
様

尾
崎 

英
人
様
・
阿
久
津 

武
志
様
・
大
東 

尚
子
様
・
川
村 

暢
様
・
河
合 

正
二
様

中
村 

幸
司
様
・
市
ノ
瀬 

輝
久
様
・
小
倉 

佑
介
様
・
山
口 

恒
平
様
・
村
岡 

玄
様

塚
田 

成
彦
様
・
大
槻 

揚
理
様
・
尾
崎 

誠
治
様
・
江
崎 

教
仁
様
・
櫻
井 

元
治
様

小
椋 

広
太
郎
様
・
坂
本 

幸
夫
様
・
林 

浩
幸
様
・
鈴
木 

英
雄
様
・
井
上 

博
之
様

荒
記 

慎
也
様
・
張 

毅
様
・
白
崎 

三
喜
子
様
・
高
橋 

利
昌
様
・
中
野 

眞
理
様

北 

誠
様
・
岡
田 

勝
三
様
・
石
田 

善
人
様
・
川
原 

友
一
様
・
井
上 

貴
文
様

寺
田 

和
美
様
・
佐
藤 

宏
之
様
・
河
合 

好
彦
様
・
牛
嶋 

宏
也
様

ほ
か
２
，
３
２
９
名
の
方
か
ら
、
総
額
３
１
，
０
７
３
，
０
０
０
円
の
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

※
お
名
前
は
、
公
表
可
能
な
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
次
号
か
ら
、
当
月
寄
附
件
数
及
び
寄
付
額
・
寄
附
累
計
額
を
掲
載
し
ま
す
。
お

名
前
の
公
表
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

※
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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町
内
火
災
発
生
状
況
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グ
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町
内
火
災
発
生
状
況（
平
成
25
年
）

総
務
課
（
５
８
）８
２
０
０

平
成
25
年
町
内
の
火
災
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
昨
年
１
年
間
の
発
生
件
数
は
11
件
で
し
た
。
毎
日
の

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
『
火
』
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
火
災
に
繋
が
り
ま
す
。
今
後
も
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

平成25年玉城町内の火災状況　（　）内は24年

計

火災種別
損
害
額[

千
円]

出火原因 死傷者

建

物

火

災

林

野

火

災

車

両

火

災

そ

の

他

た

ば

こ

こ

ん

ろ

ス

ト

ー

ブ

炉

電
灯
電
気
の
配
線

マ
ッ
チ
ラ
イ
タ
ー

焚

き

火

放
火
（
疑
い
）
な
ど

そ

の

他

不
明
・
調
査
中

死

者

負

傷

者

1 月 0(0) （0）

2 月 0(0) （0）

3 月 2(1) 1（1） 1 10,118（547） （1） 1 1

4 月 0(1) （1） （8） （1）

5 月 2(0) １ 1 23,326（0） 2

6 月 1(0) １ 21,510（0） 1 1

7 月 0(0) （0）

8 月 1(0) 1 （0） 1

9 月 2(1) 1(1) 1 48（46） （1） 1 1

10 月 1(0) １ 53（0） 1

11 月 0(0) （0）

12 月 2(1) 1 1 （1） （2） （1） 2

計 11
(4)

5
(2)

2
(1)

4
（1）

55,055
（603） 1 （1） （1） 1 4 （1） 1（1） 4  1

伊勢市消防本部 『平成25年消防概況・火災概況』から

■
昨
年
は
11
件
の
火
災
が
発
生

平
成
25
年
玉
城
町
内
の
火
災
の
う
ち
、

種
別
で
は
建
物
火
災
が
５
件
、
車
両
火

災
が
２
件
、
そ
の
他
火
災
が
４
件
発
生

し
、
計
11
件
発
生
し
て
い
ま
す
。（
前

年
比
８
件
増
加
）

建
物
火
災
を
み
る
と
出
火
原
因
は
た

ば
こ
の
不
始
末
、
焚
き
火
、
電
灯
電
気

の
配
線
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

伊
勢
市
消
防
本
部
管
内
で
は
66
件
と

昨
年
に
比
べ
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

玉
城
町
の
過
去
10
年
間
の
平
均
で
は

８
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

火
災
件
数
と
現
況

初
期
消
火
の
３
原
則

そ
の
１　

早
く
知
ら
せ
る

◦
大
き
な
声
で｢

火
事
だ
！｣

と
叫
び
、

隣
近
所
に
知
ら
せ
る
。
声
が
出
な
い

場
合
は
非
常
ベ
ル
や
音
の
出
る
も
の

を
た
た
い
て
知
ら
せ
る
。

◦
ど
ん
な
小
さ
な
火
で
も
必
ず
１
１
９

番
通
報
す
る

そ
の
２　

早
く
消
す

◦
火
が
横
へ
広
が
っ
て
い
る
う
ち
は
消

火
可
能

そ
の
３　

早
く
逃
げ
る

◦
火
が
天
井
に
届
い
て
し
ま
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
避
難
す
る

救
急
・
救
助
搬
送
数

昨
年
の
伊
勢
市
消
防
本
部
管
内
の
救

急
・
救
助
出
場
お
よ
び
搬
送
人
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

全
国
的
に
救
急
車
の
適
正
な
利
用
が

促
さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
で
は
な
い
の

に
救
急
車
を
要
請
す
る
と
、
救
急
車
を

必
要
と
す
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

遠
く
の
救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に

な
り
、
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
で
、
救
え

る
命
が
救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

緊
急
性
が
な
い
、
夜
間
や
休
日
の
場

合
は
、
最
寄
の
病
院
ま
た
は
伊
勢
市
休

日
・
夜
間
応
急
診
療
所
へ
（
裏
面
「
ま

ち
か
ど
掲
示
板
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

0

5

10

15

20

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

玉城町内過去10年間の火災件数
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平
成
26
年
消
防
出
初
式

１
月
12
日
、
平
成
26
年
新
春
恒

例
の
町
消
防
出
初
式
を
お
城
広
場

で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
松
田
副
団
長
以
下
56

人
の
団
員
が
参
加
し
て
、
観
客
の

見
守
る
中
、式
典
が
進
み
ま
し
た
。

式
典
は
町
長
訓
示
・
表
彰
・
点

検
・
分
列
行
進
・
一
斉
放
水
な
ど

が
あ
り
、
今
年
一
年
の
無
火
災
・

無
災
害
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

な
お
、
次
の
方
々
の
栄
誉
と
功

績
を
称
え
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

防
火（
防
災
）器
具
の

点
検
を
忘
れ
ず
に
！

《
消
火
器
》

初
期
消
火
に
大
切
な
消
火
器
の

耐
用
年
数
は
「
お
お
む
ね
８
年
」

で
す
。
こ
の
年
数
は
あ
く
ま
で
も

目
安
で
、
消
火
器
の
設
置
環
境
や

点
検
整
備
の
状
況
に
よ
り
短
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

設
置
し
て
い
る
消
火
器
の
製
造

年
月
日
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
耐

用
年
数
を
過
ぎ
て
い
る
も
の
や
容

器
の
サ
ビ
が
見
つ
か
っ
た
も
の
は

速
や
か
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

《
住
宅
用
火
災
警
報
器
》

新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１

日
、
既
存
住
宅
は
平
成
20
年
６
月

１
日
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

だ
の
家
庭
は
速
や
か
に
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

～
ご
注
意
～

消
防
署
や
自
治
体
の
職
員
が
消

火
器
や
住
宅
火
災
警
報
器
を
個
人

宅
に
訪
問
し
、
販
売
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
悪
質
な

業
者
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市町別救急出場件数および搬送人員
救急出場 計 玉城町 伊勢市 度会町 応　援

平成25年
出場件数 7,550 601 6,559 385 5
搬送件数 7,209 571 6,266 368 4

平成24年
出場件数 6,803 637 5,804 356 6
搬送件数 6,527 605 5,570 348 4

町事故種別・救急出場件数および搬送人員
火

災

自
然
災
害

水
難
事
故

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
事
故

急

病

そ

の

他

計

出場件数
平成25年 15 0 0 82 6 5 68 0 5 354 66 601
平成24年 10 0 0 77 3 4 85 1 7 388 62 637

搬送人員
平成25年 0 0 0 92 6 5 67 0 2 335 64 571
平成24年 0 0 0 89 3 4 81 1 3 366 58 605

一斉放水のようす

●
玉
城
町
長
表
彰

　

優
良
団
員
表
彰

第
１
分
団
団
員　
　

藤
井
亮
太

第
２
分
団
団
員　
　

中
西　

司

第
３
分
団
団
員　
　

栁
谷
祐
樹

第
３
分
団
団
員　
　

鳥
居
厚
史

第
４
分
団
団
員　
　

岡
山
宗
史

第
４
分
団
団
員　
　

松
田
有
司

●
三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

精
積
章

第
２
分
団
分
団
長　

西
岡
重
浩

第
３
分
団
分
団
長　

坂
谷
勝
彦

第
１
分
団
班
長　
　

中
西
徳
治

●
三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

表
彰
徽
章

第
１
分
団
団
員　
　

小
林
大
二

第
４
分
団
団
員　
　

尾
坂
真
人

第
４
分
団
団
員　
　

中
井
達
弥

●
県
消
防
協
会
南
勢
支
会
長
表
彰

　

永
年
勤
続
優
良
章

副　

団　

長　
　

松
田
栄
二

第
１
分
団
団
員　
　

竹
郷
哲
也

第
２
分
団
団
員　
　

山
路
元
昭

●
県
消
防
協
会
南
勢
支
会
長
表
彰

優
良
章

第
１
分
団
団
員　
　

藤
井
亮
太

第
２
分
団
団
員　
　

中
西　

司

第
３
分
団
団
員　
　

栁
谷
祐
樹

第
３
分
団
団
員　
　

鳥
居
厚
史

第
４
分
団
団
員　
　

岡
山
宗
史

第
４
分
団
団
員　
　

松
田
有
司
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WHAT'S NEW

町
内
火
災
発
生
状
況

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

お
知
ら
せ
広
場

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ



2

生
活
福
祉
た
よ
り

生
活
福
祉
課
（
５
８
）８
２
０
３

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の

　

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
被
保

険
者
の
お
薬
代
の
窓
口
負
担
の
軽
減
や
医
療
費
適
正

化
の
観
点
か
ら
、
現
在
服
用
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
お

薬
代
が
一
定
額
以
上
軽
減
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
被

保
険
者
を
対
象
に
、
切
り
替
え
た
場
合
の
自
己
負
担

額
の
差
額
を
計
算
し
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使

用
促
進
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
低
価
格
な

の
に
、
安
全
性
や
効
き
目
は
先
発
医
薬
品
と
同
等
と

認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。

対
象
者
：
生
活
習
慣
病
等
の
医
薬
品
を
長
期
に
処

方
さ
れ
て
い
る
方
で
、
一
定
額
以
上
の

お
薬
代
が
軽
減
さ
れ
る
見
込
み
の
方
。

送
付
日
：
２
月
頃

問
合
せ
先
：
国
民
健
康
保
険
中
央
会コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
問
合
せ
先
電
話
番
号
は
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
の

み
に
記
載
）

そ
の
他
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り
替
え
時

は
、
主
治
医
や
薬
剤
師
に
十
分
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

医
師
の
特
別
な
指
示（
処
方
せ
ん
に「
処

方
医
薬
品
以
外
に
変
更
で
き
な
い
」
旨

の
医
師
の
署
名
）
が
な
け
れ
ば
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
医
薬
品
に
対
し
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆民生委員・児童委員（平成25年12月１日～平成28年11月30日）
氏　名 性別 住　所 担　当　地　区

水谷　きよ 女 原942 原（１～５組、14組）
中野　孝世 女 原918 原（６～13組）
大西　清 男 積良769 矢野、積良、山神
北　美知子 女 矢野579-245 玉城苑
出口　明郎 男 蚊野2031 蚊野茶屋、ピュアタウン蚊野
中野　岳 男 田宮寺449 田宮寺、勝田
田所　惠子 女 野篠1300 蚊野、松ヶ原、野篠
荻田　安夫 男 勝田3172-22 浜塚団地
出口　武 男 勝田2204-120 公園通り
向井　稔 男 田丸34 上町、本町、浦町、三ツ橋
前田　圭枝 女 田丸120-2 魚町、大手町
太田　弘 男 田丸202-3 勝田町
森　康生 男 田丸205-5 殿町、板屋町、萱町
阪本　満治 男 佐田863-1 栄町1区、アパート
野口　安久 男 妙法寺613-28 新田町１・２・３・８組・城東すみれ団地
松田　好洋 男 佐田987-1 新田町４・５・６・７・９組
尾上　利幸 男 妙法寺623-1 第１・２城東団地
上村　美智子 女 上田辺747-2 羽根、茶屋
田端　佳子 女 下田辺421 下田辺、城西
澤田　信介 男 上田辺1257 西世古、朝久田、ホームタウン上田辺
前川　和美 女 佐田273-2 元町、南新町
松田　敏己 男 佐田479-4 栄町３・４区
小林　多賀男 男 佐田1683-2 栄町２区、養殖研
風口　千早 女 長更423 長更、井倉、世古
山路　典茂 男 日向264 門前、坂本、日向
小林　てる子 女 岡村154-4 岡村、上玉川、下玉川、平
石橋　昭美 女 妙法寺511-1 妙法寺、エバーグリーン玉城
森本　幸彦 男 久保87-1 中楽、久保
加藤　完治 男 中楽442-6 荒子団地、伊勢団地
福本　充 男 宮古1296 宮古
三田　恒平 男 冨岡284 岡出、冨岡
藤本　豊 男 小社曽根394 小社、曽根、山岡、昼田
岩﨑　正 男 岩出990 中角、岩出、ファーストタウン中角

◆主任児童委員
松田　寛治 男 岡出193-5
堀川　美子 女 佐田267

が
行
わ
れ
、
12
月
１
日
付
け
で
次
の
方
々
が
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

民
生
・
児
童
委
員
は
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
で
社
会

福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

場所：玉城町役場２階　住民ホール
受付：午前９時～午後４時
　　　役場税務住民課（５８）８２０１

場所：伊勢シティープラザ
受付：午前９時～午後５時
　　　伊勢税務署（２８）３１９１

※必要書類など詳しくは先月号をご覧いただくか伊勢税務署または役場税務住民課へ２月17日（月）～３月17日（月）

確定申告のお知らせ
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子
育
て
支
援
た
よ
り

子
育
て
総
合
支
援
室
（
５
８
）８
０
０
０

■
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

　

～
完
璧
な
親
な
ん
て
い
な
い
～

カ
ナ
ダ
で
生
ま
れ
た
、
子
育
て
中
の
親
を
支
援
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
抱
え
て

い
る
悩
み
や
関
心
の
あ
る
こ
と
を
、
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
い
な
が
ら
自
分
に
合
っ
た
子
育
て
の
仕
方
を
見

つ
け
て
い
き
ま
す
。

日
に
ち
：
２
月
18
日
（
火
）
～
3
月
25
日
（
火
）

毎
週
火
曜
日
・
全
６
回
講
座

時　

間
：
午
前
10
時
～
正
午

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

対　

象
：
１
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
を
子
育
て
中
の
方

で
、
全
日
程
参
加
で
き
る
方
。

定　

員
：
12
名
程
度

参
加
費
：
無
料
（
飲
み
物
代
１
回
１
０
０
円
）

託　

児
：
無
料　

※
要
予
約

■
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
「
※
イ
ク
メ
ン
入
門
」

時
代
は
空
前
の
イ
ク
メ
ン
ブ
ー
ム
！
こ
の
機
会
に

パ
パ
も
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
に
ち
：
３
月
９
日
（
日
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

対　

象
：
１
歳
か
ら
５
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内　

容
：
パ
パ
の
絵
本
読
み
聞
か
せ
・
パ
パ
と
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
あ
そ
ぼ
う

講　

師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・

ジ
ャ
パ
ン
関
西

定　

員
：
20
組
（
先
着
順
）

ご
希
望
の
方
は
、
子
育
て
総
合
支
援
室
（
保
健
福

祉
会
館
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
２
月
３
日
か
ら

受
付
開
始
）

※
パ
パ
と
子
ど
も
で
も
、
パ
パ
、
マ
マ
と
子
ど
も
で

も
参
加
可
能
で
す
。

■
奥
村
陽
子
コ
ン
サ
ー
ト
「
ア
ル
パ
を
楽
し

も
う
」

ス
ト
レ
ス
の
多
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
。

ア
ル
パ
の
や
わ
ら
か
な
音
色
で
心
を
癒
し
ま
せ
ん

か
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
に
ち
：
３
月
９
日
（
日
）

時　

間
：
午
後
１
時
開
場　

１
時
15
分
開
演
か
ら
１

時
間
程
度

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

対　

象
：
３
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

（
３
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
は
必
ず
大
人
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

内　

容
：
ア
ル
パ
（
小
型
の
ハ
ー
プ
）
の
演
奏

奏　

者
：
奥
村
陽
子
さ
ん

第
10
回
大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
民
族

楽
器
部
門
入
選
、
第
7
回
全
日
本
ア
ル
パ

コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞
・
千
葉
日
報
賞
受
賞
。

東
海
地
方
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
全
国

参
加
者
の
声

●
自
分
一
人
で
答
え
を
見
つ
け
よ
う
と
頑
張
り

す
ぎ
ず
、思
い
き
っ
て
他
の
人
に
頼
っ
た
り
、

意
見
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

●
い
ろ
ん
な
人
に
も
ら
っ
た
意
見
を
聞
く
だ
け

で
な
く
、
実
際
に
実
行
に
移
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
心
強
い
先
輩
マ
マ
た
ち
と
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
、
う
れ
し
い
で
す
。

※
ご
希
望
の
方
は
２
月
10
日
（
月
）
ま
で
に
子
育
て

総
合
支
援
室
（
保
健
福
祉
会
館
）
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

■
パ
パ
マ
マ
教
室

日
に
ち
：
１
日
目　

２
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

２
日
目　

２
月
23
日
（
日
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
正
午

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

内　

容
：
１
日
目　

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
・
宮
本
孝
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
マ
イ
ル
モ
モ
）

２
日
目　

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
・
先

輩
パ
パ
マ
マ
の
話
・
パ
パ
の
妊

娠
体
験
・
町
の
事
業
紹
介

※
い
ず
れ
か
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

で
も
有
名
な
ア
ル
パ
奏
者
。

託　

児
：
０
歳
～
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
10
名
ま

で
・
先
着
順
・
無
料

参
加
ま
た
は
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、
子
育
て
総

合
支
援
室
（
保
健
福
祉
会
館
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。（
２
月
３
日
か
ら
受
付
開
始
）

保
健
事
業
・
食
改
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館
（
５
８
）８
０
０
０

■
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

日
に
ち
：
２
月
24
日
（
月
）

時　

間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

内　

容
：
男
性
も
ク
ッ
キ
ン
グ
し
よ
う
！

対　

象
：
町
在
住
の
方

定　

員
：
20
人

持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

参
加
費
：
３
０
０
円

締　

切
：
２
月
20
日
（
木
）

※
ご
希
望
の
方
は
、
保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※イクメンとは、育児を積極的に楽しむ男性のことです。
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２月６日（木）	 午前中（田丸保育所・有田保育所）
２月19日（水）	 午前中（外城田保育所･下外城田保育所)

◦田 丸：（58）3077
◦外 城 田：（58）3925
◦有 田：（58）4411
◦下外城田：（58）4932

２月の園庭開放 ※お問合せは、
それぞれの保育所へお願いします。

町立保育所
園庭開放の
ご 案 内

２月の園庭開放

産
業
振
興
た
よ
り

産
業
振
興
課
（
５
８
）８
２
０
４

🅰
こ
れ
は
架
空
請
求
で
す
。
相
談
を
受
け
ず
に
、

脅
し
て
お
金
を
取
る
の
が
目
的
で
す
か
ら
、
相
手

に
電
話
を
せ
ず
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。
不
特
定
多

数
の
人
に
送
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
し
、事
例
の
よ
う
な
不
審
な
ハ
ガ
キ
や
封
書
、

メ
ー
ル
等
が
届
い
た
ら
消
費
者
相
談
窓
口
へ
ご
連

絡
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
三
重
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
電
話

０
５
９
‐
２
２
８
‐
２
２
１
２
）で
も
受
付
け
ま
す
。

〈22〉

🆀
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
顧
問
弁
護
士
か
ら
、『
告
発

通
知
』
が
届
き
ま
し
た
。
内
容
は
、「
以
前
購

入
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
わ
い
せ
つ
物
の
販
売
業

者
が
摘
発
さ
れ
た
た
め
、
購
入
者
に
も
刑
事

罰
が
く
だ
る
。
告
発
を
取
下
げ
る
相
談
に
の

り
ま
す
。」
と
い
う
内
容
で
し
た
。
過
去
に

購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
不
安
で
す
。

《
２
月
の
相
談
日（
専
門
員
）》

日
に
ち
：
２
月
３
・
10
・
17
・
24
日
（
月
）

時　

間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　

所
：
産
業
振
興
課

■
生
活
習
慣
改
善
教
室

高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
を
改
善
す
る

た
め
に
、
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
実
際
に
試
食
や
身
体
を
動
か
し
て
体
感
す
る
教

室
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

時　

間
：
午
後
1
時
30
分
～
3
時
頃

※
ご
希
望
の
方
は
、
保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

保
健
事
業
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館
（
５
８
）８
０
０
０

実施日 内　　　容

２月19日（水）
糖尿病予防について

血糖値が気になる方、バランスのとれた献立
のポイントなどを説明します。

２月24日（月）
３月17日（月）

生活習慣病予防運動教室
誰にでも簡単に、自宅でも楽しく続けられる
運動を紹介します。

３月５日（水）
高血圧予防コース

血圧が高くなっても自覚症状がほとんどない
高血圧。減塩のポイントなどを説明します。

■
ふ
る
さ
と
納
税『
特
産
品
』取
扱
店
募
集
！

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
一
万
円
以
上
の
寄
附

を
い
た
だ
い
た
方
に
、
お
礼
の
品
と
し
て
町
の
特
産

品(

５
千
円
相
当
分)

を
届
け
て
い
ま
す
。

こ
の
特
産
品
の
取
扱
い
を
希
望
さ
れ
る
方
、
取
扱

い
に
つ
い
て
興
味
を
お
持
ち
の
方
な
ど
詳
し
く
は
、

産
業
振
興
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
日
記

【
12
月
18
日
】

株
式
会
社
玉
城
（
グ
ッ
デ
ィ
玉
城
店
）
様
か
ら
町
へ
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◦
株
式
会
社
玉
城
（
グ
ッ
デ
ィ
）
様　

５
０
０
，
０
０
０
円

【
12
月
25
日
】

京
セ
ラ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
株
式
会
社
様
他
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◦
京
セ
ラ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社 

様

７
７
，
５
２
５
円

◦
京
セ
ラ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
従
業
員
一
同 

様

３
６
６
，
６
６
２
円

◦
京
セ
ラ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
労
働
組
合 

様

２
０
，
０
０
０
円

【
１
月
９
日
】

ふ
る
さ
と
味
工
房　

ア
グ
リ　

様
か

ら
町
福
祉
へ
６
５
，
２
３
４
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
１
月
14
日
】

◦
山
岡
区
の
み
な
さ
ん
14
名
に
よ
り
、
汁

谷
川
堤
防
の
草
刈
作
業
を
ご
奉
仕
い
た

だ
き
、
堤
防
管
理
道
路
が
大
変
歩
き
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
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社
会
福
祉
協
議
会
（
５
８
）６
９
１
５

玉
城
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
（
５
８
）６
９
１
５

社
協
た
よ
り
①

社
協
た
よ
り
②

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

日
に
ち
：
２
月
10
日
（
月
）・
20
日
（
木
）

時　

間
：
午
後
１
時
～
３
時

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

相
談
員
：
民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権
擁

護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

日
に
ち
：
２
月
12
日
（
水
）

時　

間
：
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

内　

容
：
ひ
と
足
早
い
ひ
な
祭
り
！

■
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

日
に
ち
：
２
月
20
日
（
木
）

時　

間
：
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

対　

象
：
０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

■
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

日
に
ち
：
２
月
５
日
・
19
日
（
水
）

場　

所
：
さ
く
ら
児
童
館

日
に
ち
：
２
月
12
日
・
26
日
（
水
）

場　

所
：
梅
が
お
か
児
童
館

時　

間
：
午
後
３
時
30
分
～
４
時

■
ひ
と
り
親
家
庭
交
流
会
（
イ
チ
ゴ
狩
り
）

日
に
ち
：
2
月
23
日
（
日
）

時　
　

間
：
午
前
10
時
～
正
午　

※
雨
天
決
行

場　
　

所
：
玉
城
ふ
れ
あ
い
農
園
（
勝
田
）

対　
　

象
：
町
内
在
住
ひ
と
り
親
世
帯（
父
子
・
母
子
）

参
加
費
：
1
家
族
５
０
０
円

申
込
期
限
：
２
月
14
日
（
金
）

※
ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。（
土
日
祝
日
休
み
）

寒気ことのほか厳しい毎日が続いておりますが、いかがお
過ごしでしょうか。
新春早々、うれしい話が届いています。
６日、美和ロックの和氣英雄社長が来庁され、今後３年く
らいの予定で工場整備を進めていくと話されました。この地
方の活性化にも大きな影響を生じるものと考えています。
先日、鳥井県子ども局長が来庁され、以前から鈴木知事と
の１対１対談の中でも議論してきました少子化対策について、
国予算で「地域少子化対策交付金（仮称）」として初めて予算
に盛り込まれたと報告を受けました。鈴木知事のご努力で実
現することになり、大変画期的なことです。
近隣市町と共に提案してきました定住自立圏※の国予算が更
に拡充されることとなり、先日、総務省関審議官から説明を
受けました。人口減少社会の課題解決に向けて、施策を強力
に進めねばいけないと考えています。
全国各地からのふるさと応援寄附が一昨年（平成24年）の
約1,000件から6,500件に増加しました。人気商品は約半年待
ちとなっており、町の産業振興に好影響が生じています。玉
城らしさを大切にしながら皆さまのご期待にいっそう応えて
いかなければと考えています。
明治６年（141年前）まで外城田地域で伝えられ、その後途
絶えていた鳥名子舞を復活いただくことになりました。（本紙
面P４参照）平成19年に里帰りを果たした勝田流通能、昨年、
約80年ぶりに復活をした擬革紙など一時は諦めていた町の伝
統文化の復活継承の取組みが進んでいます。関係者の皆様に
厚くお礼申し上げます。
平成７年１月17日、6,434人が亡くなった阪神・淡路大震災
から19年が経過しました。亡くなられた方の約80%が家屋倒壊
による圧死でありました。この教訓から、あらためて日常の備
えを見直し、防災対策を講じていただきたいと考えています。
厳寒の折、風邪など召されませぬようくれぐれもご自愛く
ださい。

※定住自立圏　伊勢市を中心として近隣市町が相互に役割分
担し、連携協力することで、より全体の活性化を図る目的
で平成25年７月協定締結

１月17日　町長室にて
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伊
勢
警
察
署
た
よ
り

伊
勢
警
察
署
（
２
０
）０
１
１
０

■
「
振
込
め
」
詐
欺
に
注
意

昨
年
中
、
伊
勢
警
察
署
管
内
で
は
振
込
め
詐
欺
の

発
生
件
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
架
空
請
求
詐
欺
の

被
害
が
２
件
（
被
害
総
額
約
１
７
０
万
円
）
発
生
し

ま
し
た
。

特
に
警
察
官
を
か
た
っ
た
「
振
込
め
詐
欺
」、
市

町
職
員
を
か
た
っ
た
「
還
付
金
等
詐
欺
」
が
増
加
し

て
お
り
、
警
察
官
を
か
た
っ
た
電
話
は
県
内
で
多
数

か
か
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

〇
警
察
官
が
預
金
等
を
引
き
出
す
よ
う
に
指
示
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
還
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

〇
家
族
な
ど
に
相
談
、
確
認
し
、
す
ぐ
に
振
り
込
ま

な
い
。

○
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
伊
勢
警
察
署
、

最
寄
り
の
交
番
・
駐
在
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
地
域
の
絆
』『
家
族
の
絆
』
で
振
込
め
詐
欺
を
撲

滅
し
ま
し
ょ
う
。

■
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

道
路
交
通
法
の
一
部
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

○
路
側
帯
を
自
転
車
で
通
行
す
る
場
合
は
、
左
部
分

の
通
行
に
限
定
。

○
ブ
レ
ー
キ
に
不
備
が
あ
る
自
転
車
の
使
用
者
に
対

し
て
、
警
察
官
に
よ
る
検
査
・
応
急
処
置
命
令
な

ど
が
で
き
る
。

○
自
転
車
の
使
用
者
が
、
警
察
官
の
停
止
命
令
に
従

わ
ず
、
ま
た
は
検
査
を
拒
み
、
若
し
く
は
妨
げ
た

場
合
は
５
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と
な
る
。

■
守
り
ま
し
ょ
う
！「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

○
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止

○
夜
間
の
ラ
イ
ト
点
灯

○
信
号
を
守
る
・
交
差
点
で
の
一
時
停
止
・
安
全

確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る

最
近
の
依
存
症
問
題
は
、
薬
物
だ
け
な
く
ア
ル
コ

ー
ル
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
摂
食
障
が
い
や
ゲ
ー
ム
、
ネ

ッ
ト
依
存
な
ど
生
活
の
中
で
よ
り
身
近
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
三
重
ダ
ル
ク
と
共
催
で
、
依
存
症
の
こ
と

を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
「
今
ど

き
の
依
存
症
事
情
～
も
っ
と
依
存
症
を
知
ろ
う
～
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
依
存

症
を
取
り
巻
く
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
に
ち
：
２
月
８
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

場　
　

所
：
三
重
県
人
権
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

（
津
市
一
身
田
大
古
曽
６
９
３
番
地
１
）

内　
　

容
：
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

平
成
25
年
度

薬
物
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

テ
ー
マ
「
今
ど
き
の
依
存
症
事
情

～
も
っ
と
依
存
症
を
知
ろ
う
～
」

◦
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
カ
バ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表　

精
神
科
医　

西
村
直
之
氏

龍
谷
大
学　

法
科
大
学
院　

院
長

教
授
・
博
士　

石
塚
伸
一
氏

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
ｏ
ｍ　
　
　
　

代
表　

倉
田
め
ば
氏

◦
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

三
重
ダ
ル
ク　
　
　
　
　
　

代
表　

市
川
岳
仁

対　
　

象
：
県
民
、
当
事
者
、
家
族
、
支
援
者
（
教

育
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
更
生
保
護

な
ど
の
関
係
者
）

定　
　

員
：
３
０
０
名

参
加
費
：
無
料

申
込
み
：
不
要

問
合
せ
先
：
三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

技
術
指
導
課　

羽
根
・
中
井

電　

話　

０
５
９（
２
２
３
）５
２
４
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
９（
２
２
３
）５
２
４
２

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

伊
勢
保
健
所　

地
域
保
健
課
（
２
７
）５
１
４
８

日
に
ち
：
２
月
27
日
（
木
）

受　

付
：
午
後
１
時
～
３
時

場　

所
：
県
伊
勢
庁
舎
（
相
談
室
１
）

内　

容
：
精
神
科
医
・
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談

※
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
伊
勢
保
健
所　

地
域
保
健
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
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度会郡玉城町勝田4016-3（旧勘兵衛茶屋）

0596-58-9375
営業時間 9：30～18：00

見並俊博 「紙の昆虫展」 期間：１月16日（木）～３１日（金）
せんぐう旅博「紀平昌伸の映画の世界展」
 期間：2月1日（土）～3月2日（日）

毎月第４日曜日は、楽しいイベント盛りだくさん！

TEL・FAX
※この販売処は国の緊急雇用創出事業および
　三重県南部地域活性化基金を活用しています。

2月イベント情報
2月23日（日）10：00～
☆城ギャラリー☆

「殿様市」

※ 出品者・ギャラリー利用者を募集中！　

■「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」講
習
会
参
加
者
募
集

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
生
ご
み
を
土
に
返
す
方
法

を
学
び
環
境
に
優
し
い
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

日
に
ち
：
２
月
22
日
（
土
）

リ
サ
イ
ク
ル
た
よ
り

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
３
８
）２
８
０
０

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

日
に
ち
：
２
月
15
日
（
土
）

時　
　

間
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
　

所
：
伊
勢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
い
せ
ト
ピ

ア
）
２
階
学
習
室
３

伊
勢
市
黒
瀬
町
５
６
２
番
地
１
２

相
談
内
容

◦
相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
の
不
動
産
登
記
全
般

◦
会
社
の
設
立
・
増
資
・
役
員
の
変
更
な
ど
の
商
業

登
記
全
般

◦
自
己
破
産
・
調
停
・
個
人
再
生
手
続
、
法
律
扶
助

の
方
法

◦
訴
え
、
そ
の
他
裁
判
所
提
出
書
類
作
成
等
、
町
民

の
方
々
が
抱
え
て
い
る
身
近
な
問
題
。

そ
の
他
：
無
料　
　

予
約
不
要　
　

先
着
順

連
絡
先
：
三
重
県
司
法
書
士
会
伊
勢
支
部

上
田
郁
雄　

０
５
９
６（
２
８
）２
８
３
５

木
本
弘
志　

０
５
９
６（
７
２
）０
１
８
１

な
お
、
先
着
順
で
す
の
で
混
み
合
っ
て
い
る
場
合

は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
を
対
象
に
、

福
祉
事
業
所
個
別
相
談
会
と
福
祉
の
し
ご
と
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
福
祉
・
健
康
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
を
同
時
開
催
し

ま
す
。

日
に
ち
：
２
月
８
日
（
土
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分

「
福
祉
・
介
護
の
就
職
フ
ェ
ア
」

午
前
11
時
～
正
午

「
福
祉
の
し
ご
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

午
後
０
時
～
３
時

「
福
祉
・
健
康
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
」

場　
　

所
：
四
日
市
市
文
化
会
館　

展
示
棟
（
四
日

市
市
安
島
２
‐
５
‐
３
）

対　
　

象
：
福
祉
・
介
護
の
職
場
に
就
職
希
望
、
ま

た
は
関
心
の
あ
る
一
般
・
学
生
（
高
校

生
以
上
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
（
福
祉
の
し
ご
と

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
み
事
前
申
込
み
が
必
要
）

※
託
児
室
あ
り
（
要
予
約
）

問
合
せ
先
：
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

電
話
０
５
９
（
２
２
７
）
５
１
６
０

福
祉
・
介
護
の
就
職
フ
ェ
ア

時　

間
：
午
前
10
時
～
正
午

場　

所
：
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

〒
５
１
５
‐
０
５
０
５

伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３

持
ち
物
：
蓋
付
き
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
（
縦
＋
横
＋

深
さ
＝
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

定　

員
：
30
名
（
１
家
族
１
名
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申
込
み
：
２
月
10
日
（
月
）
か
ら
受
付
開
始
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	 子育て	
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備考

２月３日(月）
ぴよぴよ
サロン

10：30～11：30 保健福祉会館 「べビーマッサージ」
生後２カ月～６カ
月のお子さん

要

２月10日（月）
はいはい
サロン

10：30～11：30 保健福祉会館
「アレンジメントフラワー」

わらべうたあそび、絵本
生後７カ月～ 11
カ月のお子さん

―

２月17日（月） 1 歳のひろば 10：30～11：30 保健福祉会館 はな♪はな♪おはなしかい 1 歳のお子さん ―

２月28日（金）
２歳児のお子さん

集まれー！
10：30～11：30 保健福祉会館 はな♪はな♪おはなしかい

2 歳・3 歳のお子
さん

―

毎週月曜日
　～金曜日

子育て支援
タイム

「にこにこ」
10：00～15：00

保健福祉会館
（幼児児童福祉室）

こどもたちが、自由に遊びなが
ら、親子、親同士が楽しくふれ
あう場です。
また子育ての不安や悩みの相談
にも応じます。

子育て中の親子
（おじいちゃん・
おばあちゃんも
大歓迎）

―

第１金曜日
「すくすく測定日」
身体計測ができ
ます。

	 保健（母子）	
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備考

２月５日（水）
3 歳児

健康診査
12：50～13：20
（受付時間）

保健福祉会館
小児科健診・歯科健診・身体
計測・検尿・問診・など

H22.8.1～H22.9.30
生まれのお子さん

―
該当児には
個人通知し
ます。

２月５日（水）
13日（木）

子ども相談

５日
10：00～12：00

13日
10：00～17：00

保健福祉会館

５日
言語療法士による言語相談
13日
臨床心理士による育児相談・
必要に応じて発達検査等

乳幼児・小中学生の
お子さんと保護者

要
１人１時間
程度です。

２月13日（木）
20日（木）

乳幼児相談

13日
10：00～11：30

20日
10：00～11：30
13：30～14：30

保健福祉会館

身体計測・離乳食や子育て全般に
関する相談
助産師のおっぱい相談（20日
のみ）

生後 2 カ月～未
就園のお子さん

―
おっぱい相談
の み 予 約 が
必要。

2月13日（木） ７カ月児相談
13：00～13：15

(受付時間）
保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会さんの
絵本の読み聞かせ・身体計測・
問診・離乳食の相談・育児相談

H25.6.16～H25.7.15
生まれのお子さん
前回未受診のお子さん

―
該当児には
個人通知し
ます。

2月26日（水）
離乳食教室

（中期～完了期）
10：20～11：30 保健福祉会館 離乳食についての講話と試食

8 カ月～ 1 歳 6 カ
月までのお子さん
と保護者

要

	 保健（成人）	
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 料金

２月５日（水） 健康相談 9：30～10：30 保健福祉会館
血圧測定、検尿、健康に関する
相談

40歳以上の方 ― 無料

　　Ｈ26年

５月～３月
乳がん検診

医療機関の
実施時間内

玉城病院

<30～64歳> (水)・第1.2（土）
マンモグラフィ・超音波・視触診
<65歳～> (月)(火)(木)(金)
マンモグラフィ・視触診

30歳以上の女性 ① 無料（※）

①申込書を玉城病院へＦＡＸ・郵送または持参。申込書は、玉城病院・生活福祉課・保健福祉会館にあります。
（※）がん検診推進事業（クーポン券での無料検診）も実施しています。対象の方には５月下旬にクーポン券を発送済です。

■ 子育て支援＆保健事業カレンダー■ 保健福祉会館（58）8000

（平成25年12月31日現在）

人のうごき ◦人口　15,597人（＋６人）
　【うち外国人　179人（－10人）】

◦男　7,588人（＋７人）	 ◦女　8,009人（－１人）
　【うち外国人　23人（－４人）】	 　【うち外国人　156人（－６人）】

◦世帯数　5,540世帯（＋５世帯）
　【うち外国人世帯　153世帯（－８世帯）】
　（　）は12月１日以降の増減
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図書館だより図書館だより
～新着図書のお知らせ～

玉城町図書館 （58）8212

早春の凛とした空気が、木々を包んでいま
す。お気に入りのティーと本でリッチな時を
過ごしてみませんか。
玉城町図書館では、旬の本・話題の本を取
り揃え、皆さんのご来館をお待ちしています。
どうぞご利用ください。なお、新規でご利用
の方は図書カードの登録が必要です。（身分
証明書をご持参ください）

●購入図書
中村文則「去年の冬、きみと別れ」、沖方丁

「はなとゆめ」、葉室麟「乾山晩愁」、高田郁「ふ
るさと銀河線」、三浦しをん「まほろ駅前多
田便利軒」「まほろ駅前狂騒曲」、東野圭吾「疾
風ロンド」、若杉冽「原発ホワイトアウト」、
佐伯泰英「鎌倉河岸捕物控埋みの棘」「鎌倉
河岸捕物控熱海湯けむり」
実　用
水野敬也「人生はニャンとかなる！」「人
生はワンチャンス！」、奥薗壽子「奥薗壽子
の超ラクうまおかず」、有馬頼底「雑巾がけ
から始まる禅が教えるほんものの生活力」
児童書
原ゆたか「かいけつゾロリのまほうのラン
プーッ」、寺村輝夫「のろわれたたまご」、
石崎洋司「なんてだじゃれなお正月」、角野
栄子「おばけのアッチとドラキュラスープ」、
五十嵐かおる「いじめ生き地獄からの脱出」
絵　本
陣崎草子「おむかえワニさん」、ジャック・
デュケノア「おばけのゆきだるま」、エクトル・
シエラ「じゅっぴきでござる」、山内ふじ江
「こひつじまある」、さとうわきこ「いそがし
いよる」
紙芝居
有吉有巳子「とりかえっこ」、武鹿悦子

「ことりちゃん」

この他、課題図書など多数揃えました。
ぜひご利用ください。

読みたい本のリクエストがありましたら下
記へお願いします。（予算、内容に照らし、
購入を検討させていただきます。）

有 料 広 告

次
の
と
お
り
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ハ
ン
デ
ィ
戦
で
行
い
ま
す
の
で
、
初
級
者
の
方
も

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
：
３
月
9
日
（
日
）

受　
　

付
：
午
前
９
時
30
分
～
50
分

場　
　

所
：
保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

参
加
費
：
５
０
０
円

（
18
歳
未
満
の
方
は
無
料
）

※
昼
食
（
軽
食
）
を
準
備
し
ま
す
。

表　
　

彰
：
優
勝
（
町
長
杯
）・
２
～
５
位

お
問
合
せ
：
玉
城
碁
会
・
髙
田
元
弘
氏

電
話
（
５
８
）
４
３
７
０

玉
城
町
町
長
杯
囲
碁
大
会
開
催

アスピア玉城　ふれあいの館

下記期間中、本冊をお持ちいただくと
“無料入浴”ができます。（※１冊につ
き、お１人様）

◆期間：２月４日（火）～20日（木）
休館日除く

※必ず本冊（広報たまき２月号）を持参
してください。

「立春だよ！全員集合！」
立春ぽかぽかキャンぺーンを実施します‼

ふれあいの館（58）8800

ふれあいの館　特別企画‼

《営業案内》
時　間：午前10時～午後９時（入浴受付は午後8時まで）
休館日：水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
料　金：大　人　　500円（12歳以上）
　　　　子ども　　350円（12歳未満）　※3歳未満無料
　　　　65歳以上　350円　　 障がい者　350円

確認印

度会郡玉城町佐田13-4
TEL  0596-58-3072
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有 料 広 告

　江戸時代紀州こぼれ噺の掲載は、提供者の都合により一時休止いたします。ご了承ください。

「江戸時代紀州こぼれ噺」の掲載休止について

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

子
育
て
総
合
支
援
室
（
５
８
）
８
０
０
０

新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
ね
。
毎
年
心
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
子
ど

も
た
ち
に
関
わ
る
嫌
な
事
件
が
多
い
こ
と
。
ま

す
ま
す
大
人
の
力
量
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
前
、
あ
る
小
学
校
の
先
生
に
素
敵
な
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
の
感

情
が
な
か
な
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
の
で

友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
い
お
子
さ
ん
が

い
て
、「
ど
う
せ
僕
な
ん
て
・
・
・
」
と
い
う

言
葉
が
出
始
め
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
の
言
葉

が
口
か
ら
出
る
と
い
う
の
は
か
な
り
自
己
肯
定

感
が
低
く
な
っ
て
い
る
と
き
で
す
。
そ
の
お
子

さ
ん
が
非
常
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
こ
と
で
担

任
の
先
生
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、「
子
ど
も

の
話
を
と
に
か
く
聞
く
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
子
は
自
分
に
湧
き
上
が
っ
て
く

る
感
情
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
か
ら
困
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
先
生
が
自
分
の
気
持
ち
を
し

っ
か
り
聞
い
て
く
れ
る
と
い
う
安
心
感
・
認
め

ら
れ
る
う
れ
し
さ
、
そ
れ
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
、
そ
の
信
頼
で
き
る
先
生
の
こ
と
ば
も
そ
の

お
子
さ
ん
の
中
に
入
っ
て
い
く
の
で
す
。

言
葉
が
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
小
さ
い
子
ど

も
た
ち
は
も
っ
と
た
い
へ
ん
な
の
が
わ
か
り
ま

す
ね
。
叩
い
た
り
、
か
み
つ
い
た
り
、
押
し
た

り
と
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の

行
動
は
い
け
な
い
こ
と
な
の
で
、
そ
の
た
び
に

き
ち
ん
と
言
い
聞
か
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
行
動
の
奥
に
は
子
ど
も
た
ち

の
う
ま
く
表
現
で
き
な
か
っ
た
気
持
ち
が
あ
る

の
だ
と
い
う
こ
と
も
、
大
人
は
わ
か
っ
て
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
気
持
ち

を
く
ん
で
言
葉
で
出
し
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と

も
大
切
で
す
。「
マ
マ
や
パ
パ
は
私
の
気
持
ち

を
わ
か
っ
て
く
れ
る
ん
だ
」
と
い
う
信
頼
感
が

小
さ
い
時
か
ら
積
み
重
な
っ
た
お
子
さ
ん
は
、

感
情
が
湧
き
あ
が
っ
て
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

上
手
に
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
育

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
じ
っ

く
り
自
分
の
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
体
験
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
大
好
き
な
パ
パ
や
マ
マ
に
聞
い
て
も

ら
う
の
が
一
番
う
れ
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
先
生
た

ち
、
誰
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
子

ど
も
た
ち
の
思
い
に
気
持
ち
を
傾
け
て
あ
げ
る

こ
と
の
で
き
る
大
人
で
い
つ
も
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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町内（自治区主催）の行事やイベントなど取材依頼をお待ちしています。
日にち・時間・場所・連絡先をお伝えください。

たまきチャンネル CATV
123ch

片付け
仕事
片付け
仕事

不要品の
処分

不要品の
処分

遺品の
整理
遺品の
整理

家具移動
タンス１本から
家具移動
タンス１本から

有 料 広 告

たまきチャンネル １月25日～２月24日

たまきチャンネル プログラム
時 内　　　容

6

00 玉城オリジナル健康体操①
06 知っ得、納得①
18 ちょっとたまき①
30 玉城オリジナル健康体操②
36 知っ得、納得②
48 ちょっとたまき②

7
00 ビデオレポート①
30 ビデオレポート②

8
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

9 00/30 ビデオレポート①②
10/11 00 特別番組
0 00/30 ビデオレポート①②
1/2 00 特別番組

3
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

4/5 00 特別番組
6 00/30 ビデオレポート①②
7・8 00 特別番組

9
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

10 00/30 ビデオレポート①②
11・0 00 特別番組

1
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

2 00 番組終了

議会放送
（議会終了まで）

閉会後再放送

議会放送
（議会終了まで）

当日録画

ビデオレポート（毎週土曜日更新）

【1月２５日】	 ◦成人式
【２月　１日】	 ◦５歳児のあそび（有田保）
【２月　８日】	 ◦２歳児のあそび（田丸保）
【２月１５日】	 ◦未定
【２月２２日】	 ◦未定

文字情報『ちょっとたまき』（毎週土曜日更新）

特別番組（毎月１・16日更新）

【２月　１日～１５日】
•第６回福寿学級「玉城学園」

【２月１６日～２８日】
•第７回福寿学級「玉城学園」

知っ得、納得（毎月５・20日更新）

【２月　５日～３月　４日】
•確定申告について

【２月２０日～３月１９日】
•未定

議会放送（終了まで）

町議会が開催される当日午後９時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前９時から再放送をします。

○ 番組に関するお問合せ…
役場総務課　電話（５８）８２００

○ 放送に関するお問合せ…
㈱アイティービー　電話（２７）０７００

注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

19 だれもが安心して、元気に暮らせるまち ふるさと玉城　2014-02

町
内
火
災
発
生
状
況

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

お
知
ら
せ
広
場

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ



ち か
ど 示 板掲

ま

玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。住民票、所得証明、各種申請、相談などにご利用ください。

診療内容のお知らせ	 玉城町国民健康保険玉城病院（58）3039

診 療 時 間　午前８時45分～正午
　　　　　　　午後３時〜５時
受 付 時 間　午前８時～11時45分
　　　　　　　（皮膚科は11時30分まで）
　　　　　　　午後２時30分～４時45分

総合相談窓口　面談	 　受付でお申込みください。
電話相談　午前９時～午後４時　（58）3039

ご 案 内　①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
②学会等の都合により休診または担当医が変わることがあります。

曜日
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祝日

午前
8：45 ～
12：00

内　　科 三重大学
循環器内科 循環器内科 三重大学

循環器内科

休診

外　　科 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

三重大学
外科

総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

整形外科 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長

特殊外来
三重大学

皮膚科
９：00～12：00

三重大学
眼科

9：00～11：30

午後
3：00 ～

5：00

外　　科 三重大学
外科

総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長 野口 総合診療

本泉院長
整形外科 矢田副院長 矢田副院長

夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足とレントゲン・検査ができないため、お断りする場合がありますのでご了承ください。
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■玉城町役場
TEL 58-8200	 FAX 58-4494

●総務課	 TEL 58-8200
●税務住民課	 TEL 58-8201
●生活福祉課	 TEL 58-8203
●産業振興課	 TEL 58-8204
●建設課	 TEL 58-8205
●上下水道課	 TEL 58-8207
●出納室	 TEL 58-8210
●議会事務局	 TEL 58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）

TEL 58-8212	 FAX 58-7588

休日・夜間当直室　TEL 58-8213

■玉城病院
TEL 58-3039	 FAX 58-7299

■ケアハイツ玉城
●介護老人保健施設

TEL 58-3770	 FAX 58-3790
●訪問看護ステーション	 TEL 58-8117●訪問介護ステーション	
●居宅介護支援事業所	TEL 58-8822
■地域包括支援室（地域包括支援センター）

TEL 58-7373	 FAX 58-7625
■保健福祉会館（子育て総合支援室）

TEL 58-8000	 FAX 58-8688
■さくら児童館

TEL 58-8527	 FAX 58-8528

伊勢市休日・夜間応急診療所（内科・小児科）の案内
住　　所：伊勢市八日市場町13-1 伊勢市福祉健康センター内　電話番号：0596-25-8795
診 療 日：平日夜間、日曜、祝日
診療時間：昼間　午前10時～正午・午後１時～５時　　夜間　午後７時30分～10時
三重県地域救急医療情報センターコールセンター：電話０５９６－２８－１１９９

看護師・看護助手募集中�
※詳しくは玉城病院へお問合せください。

有 料 広 告 有 料 広 告

●車いすに乗ったまま乗降できます。
●貸出します 車椅子、ストレッチャー（介助料として）

▪車いす…無料　 ▪ストレッチャー…1回 1,000円
▪リクライニング車いす…1回 500円

●通院・転院又は買い物・冠婚葬祭 等 利用できます。
●初乗り 1.5kmまで630円 以後303ｍまでごとに100円

▪時速10km以下の場合 110秒までごとに100円
▪送迎回送料 1回100円　▪時間制・貸切もあります。

☎ 

福祉タクシー やまや福祉タクシー やまや

■梅がおか児童館
TEL 58-8345	 FAX 58-8346

■いなほの郷児童クラブ室
TEL 58-3956	 FAX 58-3956

■つつじが丘児童クラブ室
TEL 58-7699	 FAX 58-7699

■中央公民館
TEL 58-6331	 FAX 58-7755

■アスピア玉城
●玉城ふれあいの館

TEL 58-8800	 FAX 58-8801
●ふるさと味工房アグリ

TEL 58-8686	 FAX 58-8687
■社会福祉協議会

TEL 58-6915	 FAX 58-6916
■元気バス	 TEL 58-8181


